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　MSRの運営で一番大切にしていることは、モニター
様の気持ちがお客様に伝わることです。現場のスタッ
フさんがレポートを手に取った時の気持ち、そして改
善に活かせるかどうかを考えると、データとして顧客
満足度の結果が分かるという事よりも、「お客様がお
店を利用した時の気持ちに共感できるかどうか」が重
要だと思います。「解釈しようとしなくても、読んだだ
けで書いた人の気持ちになれる」ことを重視し、運営
チーム全員で日々共有しています。
　モニター様はほぼ例外なく、粗探しをしようという
気持ちではなく、お店のためになるようにと思って調
査に望まれています。また、それをより確かなものに
するために、モニターにご登録頂く際の登録ページ
や調査概要の説明ページ、また、レポートして頂いた
後のコミュニケーションに至るまで、「調査の目的」を
お伝えして運営チームと目的を共有して頂くことが最
も大切なことだと考えています。モニター様に調査結
果をご報告頂いた後、結果的に約３割の方とメール
やお電話で直接コミュニケーションを取り、お店に訪
れた時の状況や気持ちを確認させて頂いています。
モニター様が感じ、考えて頂いた事を誤解なく、かつ
現場のスタッフの方々に共感頂けるようにレポートを
仕上げてお届けすることが、私たちの最大の役割だ
と考えています。（リサーチ運営チーム）


